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スリランカの日本語教育の現状



背景



南アジア諸国との比較

日本語教育の現状









学習目的



将来、日本企業で ITエンジニアとして働くという明確な
目的をもって 日本語を学ぶ学生のための教育機関 :
LNBTI (Lanka Nippon Biztech Institute)

専門家向けの日本語

スリランカの日本語教育の課題

• 中等教育における日本語学習の目的がはっきりしないこと

• 専門家向けの日本語に注目すること
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コロンボ
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LNBTI （Lanka Nippon Biztech Institute）

• スリランカにおいて 高学歴の人材として日本企業に就職するため日本語を

学習する者の増加

• そのニーズをいち早くスリランカ現地で形にした教育機関で、南アジア初の

日系大学 

• 2016年、首都コロンボから南東に１５ｋｍほど離れたマハラガマに設立
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コロンボ
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ITエンジニアとして
日本企業への就職

・情報工学の知識とスキルの習得

・ビジネスで通用する日本語の習得

大学側
• ITと日本語という２つの専門分野に特化
• 卒業後、日本企業へ就職できるよう工夫を盛り込んだカリキュラムを提供

LNBTIの学生の明確なビジョン
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• 必ずしも理数系が得意で、ITスキルに長けた学生だけではない

• 入学者の8割以上が、これまで全く日本語を学んだことのない学生

IT授業は 日本の大学の専門課程相当のレベルで 授業進捗のフォローや

課題への対応などに時間がかかる 

→ 日本語の学習にしわ寄せ → 授業への出席率の低下・落ちこぼれ

本人の努力なしには順調には進まないことから発生する様々な課題

補習クラスや学習サポートプログラムを導入する対策の実行

１．学業遅れの発生
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• 遅刻 (開始時間から10分ほどでようやく集まり開始できるという実態)

時間管理が厳しく、遅刻を悪徳ととらえる日本の会社では通用しない

• その他種々のビジネスマナーやルールの教育

• 現地では問題ないが日本ではなじまない行動規範(服装、刺青、ひげ、

暴力、携帯やSNSの使い方等)への細かい指導

ただしこの分野での改善教育をできることこそがLNBTIの強み

２．両国の文化・習慣の違いから起こる問題
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スリランカは大学入試に相当するO/Level, A/Levelの実施時期が

入学のタイミングを決める

→  年複数回の入学時期あり 

→ 入学時期の違いはそのままクラスの数になる (現在は1６クラス)

→ クラス数の増加に伴い教室や講師の増員が必要

３. クラスが多いことによる、時間割設定や授業運営の複雑化
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クラス分けする際のレベル
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日本語講師陣
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• 各学期の最初に数週間の「日本語キャンプ」実施

• 昨年は、9月～10月にかけて2週間実施

• その間はITの授業は一切なしとしてITからのプレッシャーをなくし、朝9時から

夕方5時まで日本語の授業のみで日本語づけにする

• JLPT-N5、N4、N3の各資格挑戦レベルでクラス分け

• N3/N2合格者は、Ｔｅａｃｈｉｎｇ Ａｓｓｉｓｔａｎｔとして各クラスで講師をサポート

• 語学授業のみならず、日本語を使ったゲーム、ワークショップ、ロールプレイ、

日本の大学との合同クラス、書道や折り紙、ポスター作り、映画鑑賞等を実行

日本語学習から落ちこぼれ問題への対策
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LNBTIでは、その日常に起こる様々な事象の一端を本学会で紹介することで

「海外における日本語教育事情」の難しさと、さらにそれを克服する充実感を

シェアしたい

日本語スキルアップのため、種々のトレーニング方法を検討・採用・実施中で

あるが、特に日本での就職・生活のために最も必要な会話スキル向上を図る

プログラムとして「OPIc」の導入を検討中。
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OPIc (Oral Proficiency Interview computer) 

LNBTIではOPIcの活用による以下のメリットを確認すべくトライアルを実施中。

昨年は、JLPT-N3合格レベルの学生を対象に実施、今年も7月に受験者を増やして実施の予定。

１．学習品質の向上：AIやICTのツールの利用で学習範囲を広げ、習得方法を効率化

２．オンラインによる海外学習者へのOPIc適用の意義： 面接会場を模したセットで実践に慣れる

３．JLPTレベルとOPIc評価の関連を検証：一般知識の向上と会話力の向上の相関関係調査

４．テキストにない日常会話の指導要否考察：指導すべき実用会話の範囲の明確化
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OPIcを実施して

- 学生らが会話能力の重要性を改めて認識し、会話への学習意欲を高めることの確認

- 講師陣がテキストにない実践的会話能力をどの程度指導すべきか理解することの確認

この２つに効果があることが確認できれば、OPIcをLNBTIにて正式採用したいと考える
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